
富 士 宮 市 移 動 支 援 事 業 実 施 要 領  

 （ 趣 旨 ）  

第 １ 条  こ の 要 領 は 、 障 害 者 の 日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 を 総 合 的 に 支 援 す

る た め の 法 律 （ 平 成 １ ７ 年 法 律 第 １ ２ ３ 号 ） 以 下 「 法 」 第 ７ ７ 条 第 １

項 第 ８ 号 に 基 づ き 行 わ れ る 、 障 害 児 及 び 障 害 者 （ 以 下 「 障 害 児 （ 者 ）」

と い う 。）の 移 動 支 援 事 業 の 施 行 に つ い て 、必 要 な 事 項 を 定 め る も の と

す る 。  

 （ 名 称 及 び 実 施 主 体 ）  

第 ２ 条  こ の 事 業 の 名 称 は 、富 士 宮 市 移 動 支 援 事 業 と 称 し 、実 施 主 体 は 、 

富 士 宮 市 と す る 。  

（ 事 業 内 容 ）  

第 ３ 条  こ の 事 業 は 、 障 害 者 の 社 会 生 活 上 必 要 不 可 欠 な 外 出 及 び 余 暇 活

動 等 の 社 会 参 加 の た め の 外 出 の 際 の 移 動 を 支 援 す る も の と す る 。  

２  こ の 事 業 は 、 個 別 に よ る 支 援 を 原 則 と し 、 １ 日 で 用 務 を 終 え る も の

に 限 る も の と す る 。  

（ 利 用 者 ）  

第 ４ 条  こ の 事 業 を 利 用 で き る 者 は 、 富 士 宮 市 内 に 住 所 を 有 し 、 単 独 で

の 移 動 が 困 難 な 障 害 児 （ 者 ） と す る 。 た だ し 、 介 護 給 付 の 通 院 介 助 を

受 け ら れ る 者 は 除 く 。  

２  前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 市 長 が 特 に 必 要 と 認 め た 者 は 、 こ の 事 業

を 利 用 で き る も の と す る 。  

（ 利 用 申 請 ）  

第 ５ 条  こ の 事 業 を 利 用 し よ う と す る 障 害 児 （ 者 ） は 、 あ ら か じ め 市 長

に 地 域 生 活 支 援 事 業 支 給 申 請 書 兼 利 用 者 負 担 額 減 免 申 請 書 （ 第 １ 号 様

式 ） を 提 出 す る も の と す る 。  

（ 利 用 決 定 等 ）  

第 ６ 条  市 長 は 、 前 条 の 規 定 に よ る 申 請 が あ っ た と き は 、 派 遣 の 要 否 及

び １ か 月 の 支 給 量 を 調 査 し た う え で 、 サ ー ビ ス 利 用 の 可 否 、 支 給 量 及

び 有 効 期 間 を 決 定 す る も の と す る 。  

２  市 長 は 、 サ ー ビ ス の 利 用 を 認 め る 決 定 （ 以 下 「 利 用 決 定 」 と い う 。）



を し た 場 合 は 、 地 域 生 活 支 援 事 業 支 給 決 定 書 兼 利 用 者 負 担 額 減 額 ・ 免

除 通 知 書 （ 第 ２ 号 様 式 ） に よ り 当 該 申 請 者 に 通 知 す る と と も に 、 地 域

生 活 支 援 事 業 受 給 者 証（ 第 ３ 号 様 式 。以 下「 受 給 者 証 」と い う 。）を 交

付 す る も の と す る 。  

３  サ ー ビ ス 利 用 の 有 効 期 間 は 、 １ 年 以 内 と し 、 そ の 期 間 が 満 了 す る ２

か 月 前 か ら 前 条 の 規 定 に よ る 申 請 を 行 う こ と が で き る も の と す る 。  

４  市 長 は 、 サ ー ビ ス の 利 用 を 認 め な い 決 定 を し た 場 合 は 、 地 域 生 活 支

援 事 業 支 給 却 下 通 知 書 （ 第 ４ 号 様 式 ） に よ り 当 該 申 請 者 に 通 知 す る も

の と す る 。  

（ 変 更 申 請 ）  

第 ７ 条  利 用 決 定 を 受 け た 支 給 量 等 の 変 更 を 希 望 す る 者 は 、 地 域 生 活 支

援 事 業 支 給 変 更 申 請 書 兼 利 用 者 負 担 額 減 額 ・ 免 除 等 変 更 申 請 書 （ 第 ５

号 様 式 ） に 受 給 者 証 を 添 付 し て 、 市 長 に 申 請 す る も の と す る 。  

２  市 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 申 請 が あ っ た と き 又 は 職 権 に よ り 支 給 量

を 変 更 す る こ と が で き る も の と す る 。  

３  市 長 は 、 支 給 量 等 の 変 更 を 行 っ た 場 合 は 、 地 域 生 活 支 援 事 業 支 給 変

更 決 定 書 兼 利 用 者 負 担 額 減 額 ・ 免 除 等 変 更 通 知 書 （ 第 ６ 号 様 式 ） に よ

り 当 該 申 請 者 に 通 知 す る と と も に 、 受 給 者 証 に そ の 旨 を 記 載 す る も の

と す る 。  

（ 利 用 の 中 止 ・ 停 止 ）  

第 ８ 条  市 長 は 、利 用 決 定 を 受 け た 障 害 児（ 者 ）（ 以 下「 受 給 者 」と い う 。）

が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き は 、 こ の 事 業 の 利 用 を 中 止 又 は

停 止 し 、 受 給 者 に 対 し 地 域 生 活 支 援 事 業 中 止 ・ 停 止 通 知 書 （ 第 ７ 号 様

式 ） に よ り 通 知 す る も の と す る 。  

⑴ 受 給 者 か ら 事 業 の 利 用 の 中 止 ・ 停 止 の 申 出 が あ っ た と き 。  

⑵ 受 給 者 が 、 死 亡 、 入 院 又 は 転 出 を し た と き 。  

⑶ そ の 他 市 長 が 事 業 の 利 用 を 不 適 当 と 認 め た と き 。  

（ 登 録 ）  

第 ９ 条  市 長 は 、受 給 者 を 地 域 生 活 支 援 事 業 利 用 登 録 名 簿（ 第 ８ 号 様 式 ）

に 登 録 し 、 そ の 管 理 を 行 う も の と す る 。  



（ 利 用 基 準 額 ）  

第 １ ０ 条  こ の 事 業 に お け る 利 用 基 準 額 は 、 障 害 者 の 日 常 生 活 及 び 社 会

生 活 を 総 合 的 に 支 援 す る た め の 法 律 に 基 づ く 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 等

及 び 基 準 該 当 障 害 福 祉 サ ー ビ ス に 要 す る 費 用 の 額 の 算 定 に 関 す る 基 準

（ 平 成 １ ８ 年 厚 生 労 働 省 告 示 第 ５ ２ ３ 号 ） 別 表 第 １ の １ の ロ 通 院 介 助

（ 身 体 介 護 を 伴 う 場 合 ） が 中 心 で あ る 場 合 及 び ニ 通 院 介 助 （ 身 体 介 護

を 伴 わ な い 場 合 ） が 中 心 で あ る 場 合 に 定 め る 単 位 に １ ０ 円 を 乗 じ て 得

た 額 と す る 。  

２  前 項 の 身 体 介 護 の 判 断 基 準 に つ い て は 、別 表 に 定 め る と こ ろ に よ る 。 

（ 利 用 者 負 担 額 ）  

第 １ １ 条  こ の 事 業 に よ る サ ー ビ ス を 利 用 し た 者 （ 以 下 「 利 用 者 」 と い

う 。）は 、前 条 の 規 定 に よ り 算 定 し た 利 用 基 準 額 に １ ０ ０ 分 の ５ を 乗 じ

て 得 た 額 を 利 用 者 負 担 額 と し て 、 第 １ ３ 条 に 規 定 す る 委 託 事 業 者 か ら

の 請 求 に よ り 支 払 わ な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 １ 月 の 利 用 者 負 担 額

に １ ０ 円 未 満 の 端 数 が あ る と き は 、 こ れ を 切 り 捨 て る も の と す る 。  

２  前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 利 用 の 目 的 が 次 に 掲 げ る 場 合 に は 、 利 用  

者 負 担 額 を 免 除 す る 。  

⑴ 通 院 等 、 生 命 及 び 健 康 の 維 持 増 進 に 関 す る 場 合  

⑵ 労 使 交 渉 等 、 財 産 、 労 働 等 権 利 義 務 に 関 す る 場 合  

⑶ 福 祉 サ ー ビ ス の 申 請 等 、官 公 庁 、裁 判 所 、警 察 、公 共 職 業 安 定 所 、  

学 校 等 公 的 機 関 と 連 絡 調 整 を 図 る 場 合  

３  前 ２ 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、市 長 は 、利 用 者 の 世 帯 が 生 活 保 護 法（ 昭

和 ２ ５ 年 法 律 第 １ ４ ４ 号 ） に 規 定 す る 被 保 護 世 帯 で あ る と き 、 又 は 利

用 者 の 世 帯 （ １ ８ 歳 以 上 の 利 用 者 に つ い て は 、 当 該 利 用 者 及 び そ の 配

偶 者 に 限 る 。）が 当 該 年 度 分（ た だ し 、４ 月 か ら ６ 月 ま で の 間 の 利 用 に

つ い て は 、前 年 度 分 と す る 。）の 市 民 税 が 非 課 税 で あ る と き は 、利 用 者

負 担 額 を 免 除 す る も の と す る 。  

４  前 ３ 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、そ の 他 市 長 が 特 に 必 要 と 認 め た と き は 、

利 用 者 負 担 額 の 全 部 又 は 一 部 を 減 免 す る こ と が で き る も の と す る 。  

（ 事 業 の 実 施 ）  



第 １ ２ 条  市 長 は 、 法 第 ２ ９ 条 第 １ 項 の 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 者 又

は こ れ に 準 じ て 適 切 な 事 業 運 営 が 確 保 で き る と 認 め ら れ る 事 業 者 等 に

こ の 事 業 を 委 託 す る こ と が で き る も の と す る 。  

（ 実 施 事 業 者 ）  

第 １ ３ 条  こ の 事 業 を 受 託 し よ う と す る 事 業 者 は 、 事 業 所 ご と に 富 士 宮

市 移 動 支 援 事 業 所 指 定 申 請 書 （ 第 ９ 号 様 式 ） を 市 長 に 提 出 し 、 そ の 承

認 を 受 け な け れ ば な ら な い 。  

２  市 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 申 請 が あ っ た と き は 、 こ の 事 業 の 委 託 の  

可 否 を 決 定 し 、 富 士 宮 市 移 動 支 援 事 業 所 指 定 （ 却 下 ） 通 知 書 （ 第 １ ０

号 様 式 ） に よ り 当 該 申 請 者 に 通 知 す る も の と す る 。  

（ 移 動 支 援 従 事 者 ）  

第 １ ４ 条  こ の 事 業 を 受 託 し た 事 業 者 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 資 格 者 等 を

利 用 者 に 派 遣 し な け れ ば な ら な い 。  

⑴ 重 度 訪 問 看 護 従 事 者 養 成 研 修 修 了 者  

⑵ 障 害 福 祉 サービス同 行 援 護 に現 に従 事 している者  

⑶ 介 護 福 祉 士  

⑷ 訪 問 看 護 員 ・居 宅 介 護 員 養 成 研 修 １級 、２級 又 は３級 課 程 修 了 者  

⑸ 介 護 職 員 基 礎 研 修 修 了 者  

⑹ 行 動 援 護 従 事 者 養 成 研 修 修 了 者  

（ 情 報 の 提 供 ）  

第 １ ５ 条  市 長 は 、 こ の 事 業 に 係 る 事 業 所 の 情 報 を 障 害 者 等 に 対 し 積 極

的 に 提 供 す る も の と す る 。  

（ 委 任 ）  

第 １ ６ 条  こ の 要 領 に 定 め る も の の ほ か 必 要 な 事 項 は 、 別 に 定 め る 。  

附  則  

こ の 要 領 は 、 平 成 １ ８ 年 １ ０ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

   附  則  

  （ 平 成 １ ９ 年 ３ 月 ３ ０ 日 保 健 福 祉 部 長 決 裁 ）  

 こ の 要 領 は 、 平 成 １ ９ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

   附  則  



  （ 平 成 ２ ０ 年 ４ 月 １ 日 保 健 福 祉 部 長 決 裁 ）  

 こ の 要 領 は 、 平 成 ２ ０ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

   附  則  

  （ 平 成 ２ ０ 年 ７ 月 １ 日 保 健 福 祉 部 長 決 裁 ）  

 こ の 要 領 は 、 平 成 ２ ０ 年 ７ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

   附  則  

  （ 平 成 ２ ２ 年 ３ 月 ２ ９ 日 保 健 福 祉 部 長 決 裁 ）  

 こ の 要 領 は 、 平 成 ２ ２ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

   附  則  

  （ 平 成 ２ ４ 年 １ ０ 月 １ 日 保 健 福 祉 部 長 決 裁 ）  

 こ の 要 領 は 、 平 成 ２ ４ 年 １ ０ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

附  則  

  （ 平 成 ２ ５ 年 ３ 月 ２ ９ 日 保 健 福 祉 部 長 決 裁 ）  

 こ の 要 領 は 、 平 成 ２ ５ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

 



別 表 （ 第 １ ０ 条 関 係 ）  

身 体 介 護 を  

伴 う 場 合  

次 の い ず れ か に 該 当 す る 者  

⑴ 身 体 障 害 児 （ 者 ） で 次 の い ず れ か に 該 当 す る も の  

ア  障 害 程 度 区 分 認 定 調 査 に お い て 、2-5歩 行 、2-6

移 乗 、4-5排 尿 及 び 4-6排 便 の 項 目 が で き る 以 外 と

判 定 さ れ て い る 者  

イ  認 定 調 査 を 行 っ て い な い 者 で ア に 掲 げ る 者 に

準 ず る 者  

ウ  四 肢 に 障 害 が あ り 、身 体 障 害 者 手 帳 に お い て 上

肢・下 肢・体 幹 の 障 害 が そ れ ぞ れ 1級 又 は 2級 程 度

の 者  

⑵ 知 的 障 害 児 （ 者 ） 及 び 精 神 障 害 児 で 次 の い ず れ か  

に 該 当 す る 者  

ア  障 害 程 度 区 分 認 定 調 査 に お い て 、2-7移 動 、4-5

排 尿 及 び 4-6排 便 の 項 目 が 一 部 介 助 又 は 全 介 助 と

判 定 さ れ て い る 者  

イ  認 定 調 査 を 行 っ て い な い 者 で 、ア に 掲 げ る 者 に

準 ず る 者  

身 体 介 護 を  

伴 わ な い 場 合  

上 記 以 外 の 者  

 


